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・地方公務員の父と専業主婦の母のもと、九州で生まれる（0 歳） 

・妹が生まれ、二人兄妹として育つ（2 歳） 

・高校（男子校）を卒業、関西の大学に進学（18 歳） 

・大学（経営学士）を卒業、一般企業に就職（22 歳） 

・看護師の妻と結婚（26 歳） 

・結婚後、妻が大病し休職。相談の末、看護師への Job チェンジを目指して看護学校入学（27 歳） 

 

母性看護学の授業にて、周産期の女性は心身ともに想像以上の疲労を抱えており、パートナー

の強力なサポートが必要であること、男性の育児休業取得は特別なことでは無く、男性のケア参

画が必要であること等を学修し、産科における母性看護学実習を通じて強く実感する 

 

・看護学校を卒業、大阪市内の病院に就職（30 歳） 

・第一子誕生に伴い「育児休業」取得（32 歳） 

・育児休業が明け、職場復帰 

・NPO 団体パパの育児休業支援センターを主宰（33 歳） 

・読売新聞「パパの育休 相談乗るで～」（18 日朝刊・くらし 

面/大阪本社版） 

・日本経済新聞「パパの育休取得を応援」（30 日夕刊・社会 

面/大阪版） 

・「ゼロから実践できるパパの子育て講座」開催［平成 24 

 年度 クレオ大阪コラボ型男女共同参画セミナー事業助成］ 

（➝ 厚生労働省イクメンプロジェクト「メールマガジン イ 

クメンプレス 2013 年 1 月 18 日」にて、開催のお知らせ 

が配信される） 

・第 8 回「関西元気な地域づくり発表会」（国土交通省近畿地 

方整備局）にて、実践報告［発表名：男性が子育てに積極 

的に参加する地域コミュニティづくり］＊本発表にて、「コミュニティ・防災減災部門スマイル

賞」受賞 

・隔月誌『あべの子育て情報ままちっち』第 42 号（ままちっち）［ままちっちあれこれ報告書：

パパの育児休業支援センター代表 古山陽一さん］ 

・隔月誌『あべの子育て情報ままちっち』第 43 号（ままちっち）［ままちっちあれこれ報告書：

第 2 回 パパの育児休業支援センター代表 古山陽一さん］ 

・読売新聞「イクメン講座 来月、大阪で」（23 日朝刊/大阪本 

社版） 

・朝日新聞「情報クリップ：新米パパのイクメン講座」（24 日 

朝刊/大阪本社版） 

・大阪市立市民交流センターなにわ「新米パパのイクメン」 

講座 講師 

・大阪市健康局「すこやかパートナー」登録承認 [市民を対象 

に、看護の心と技を織り込んだ「パパの子育てセミナー」を 
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開催するなど、男性の育児参加を推進することにより、 

「産後うつ」の予防など妊娠・出産に関する心身の健康確保への支援に取り組んでいる] 

・八尾市男女共同参画講座（「パパの子育て講座」） 講師 

・産経新聞「男性の育児休業考えるフォーラム開催」（21 日夕刊/大阪版） 

・「男性にとっての男女共同参画と看護の視点：パパの育児休業は特別なことじゃない」開催［平

成 25 年度 男女共同参画推進フォーラム（国立女性教育会館）募集ワークショップ採択］ 

・超党派のイクメン議員連盟発起人・共同座長へのロビイング活動のため衆議院議員会館訪問  

・「子ども未来フォーラム大阪～広げようパパの育児休業～」開催［平成 25 年度 大阪市 NPO・市

民活動企画助成事業］（➝ 国土交通省近畿地方整備局「メールマガジン スマイル便～関西元

気な地域づくり通信～2013 年 8 月 9 日」にて、開催のお知らせが配信される） 

・大阪日日新聞「父親の育休取得へ 講演など通し理解深める」（31 日朝刊） 

・大阪市男女共同参画審議会 公募委員(2015 年 8 月まで) 

・阿倍野区まちづくりフォーラム パネリスト 

・日本経済新聞「育休パパ職場でピンチ」（2 日夕刊・社会面/ 

 西日本版・大阪版） 

・毎日新聞「イクメン最強助っ人」（15 日夕刊・社会面/大阪版） 

・KBS 京都「笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ」1 日放送 [パパ 

の育児休業を応援します！パパの育児休業支援センター代表 

古山陽一さん] 

・あべの市民セミナー（「イクメンパパのいきいき子育て講座」） 講師 

・大阪市立市民交流センターにしなり「イクメンパパの子育て」講座 講師 

・月刊『We learn』11・12 月合併号（日本女性学習財団）[このひと 古山陽一さん：男性が当た

り前に育児休業を取得できる社会を] 

・季刊『アンフィニ』新春号（日本看護連盟）[パパの育児休業支援センターを起ち上げ活動する

男性看護師 古山陽一さん] 

・第 9 回「関西元気な地域づくり発表会」（国土交通省近畿地方整備局）にて、実践報告［発表名：

看護の力を発揮したまちづくり：「子ども未来フォーラム大阪～広げようパパの育児休業～」開

催を事例に］ 

・NHK 北九州放送局「北九州×クロス」14 日放送 

 [パパさん〝育休″取りました？] 

・大阪市立大学大学院創造都市研究科都市共生社会 

研究分野修士課程入学（35 歳） 

・大阪市会議員へのロビイング活動にて、公営・ 

準公営決算特別委員会における男性看護師の 

育児休業取得に関する質疑が実現 

月刊『Nursing BUSINESS』2 月号（メディカ 

出版）に、レポート執筆 [男性看護師の育児休業取得はどこまで進むのか：大阪市会での質疑

を追い風に、今こそ看護版 WLB モデルの発信を] 

・KBS 京都「笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ」9 日放送 [女性の社会進出には男性の育児参加は必

須条件 男性の育児休業取得率 10％を目指せ！パパの育児休業支援センター代表 古山陽一さ

ん]  

・月刊『看護管理』11 月号（医学書院）「シリーズ 看護におけるダイバーシティ・マネジメント  
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男性看護師のキャリア支援と、より働きやすい就労環境整備に向けて⑦ 男性看護師の育児休業

取得から看護の新しい可能性を拓く：『パパの育児休業支援センター』の活動から」執筆  

・産経新聞「パパ集まれ 子育て講座」（24 日朝刊/大阪版） 

・月刊『看護』2 月号(日本看護協会出版会) [かお 古山陽一さん：看護の力を発揮して父親によ

る育児を推進] 

・あべの市民セミナー（「『あべの』のパパ向け子育て講座」） 講師 

・京都市「子育てを楽しみたいパパのための Papa」カレッジ 講師 

・京都市男女共同参画推進協会より感謝状授与 [Papa カレッジの講師として、またロールモデル

として、京都市域のパパの育成および支援への功績]  

・阿倍野区子育て支援連絡会 運営委員(2016 年 3 月まで) 

・第二子誕生に伴い「育児休業」取得 

・大阪市立大学女性研究者支援室「ロールモデル」セミナー 

 講師 

・厚生労働副大臣(子育て支援担当)に、要望書手交 

月刊『ナース専科』12 月号（エス・エム・エス）[知っ得 

ナビ：パパの育児休業支援センターが男性の育児休業等における父親支援のあり方に関する

要望書を提出] 

・「子ども未来フォーラム大阪 in あべのハルカス 

～産官民で創ろう！阿倍野の子育て支援～」開催  

・育児休業より職場復帰 

・日本経済新聞「『女性活躍』実現しますか」（21 日 

夕刊・社会面/大阪版） 

・隔月刊『Medical Alliance』12 月号（学研メディ 

カル秀潤社）「子ども未来フォーラム大阪 in あべ 

のハルカス：産官民で創ろう！阿倍野の子育て支 

援」執筆 

・読売新聞「名ばかりイクメン退場」（12 日夕刊・社会面/大阪本社版） 

・大阪市立男女共同参画センター子育て活動支援館「地域子育て活動者」研修 講師 

・「子ども未来フォーラム大阪 2016～子育てと高齢者福祉の調和ある社会への展望～」開催 

・大阪市立大学大学院創造都市研究科都市共生社会研究分野修士課程修了  

・病院退職 

・国際医療福祉大学成田看護学部助教に着任（36 歳） 

・「パパの育児・看護・介護支援センター」へ NPO 団体名称変更 

・奈良県男女共同参画推進セミナー 講師 

・「ジェンダー平等社会を創ろう！NPO 実践ワークショ 

ップ」開催 ［平成 28 年度 男女共同参画推進フォー 

ラム（国立女性教育会館）募集ワークショップ採択］ 

・mamakoko Osaka ホームページ（株式会社ママココ） 

「高齢者の医療倫理と女性に集中しがちな老親介護」 

執筆 

・滋賀県看護協会「男性看護職員」研修会 講師 

・全国男性看護師会 交流委員会副委員長(現在まで) 
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・「男性のケアワーク〈介護・看護・育児〉への参画を支援するための講座作り」開催 ［平成 29 

年度 男女共同参画推進フォーラム（国立女性教育会館）募集ワークショップ採択］ 

・NPO 法人 つながる子育てにじいろ「子育て支援者応援」講座 講師 

・新発田市男女共生市民講座 講師 

・第 4 回 澤柳政太郎記念東北大学男女共同参画奨励賞受賞 [看護 

学分野における若手男性研究者として男性のケアワーク参画を 

支援する先導的活動への奨励] （38 歳） 

・第 14 回 東北大学男女共同参画シンポジウム 澤柳記念賞受賞 

講演 [「男性性」の看護学教員による男女共同参画を志向した 

取組と提言] 

・第 4 回 全国男性看護師会交流集会 運営委員 

・厚生労働省「健やか親子 21（第 2 次）」応援メンバー団体として登録承認  

・NPO 法人 Umi のいえ「男の子の身体」講座 講師 

・「男性ケアワーカー（male nurse）と共に考える男性にとっての男女共同参画プログラム」開催  

［平成 30 年度 男女共同参画推進フォーラム（国立女性教育会館）募集ワークショップ採択］ 

・Birth for the Future（BFF）研究会「出産ケア政策」会議 講師 

・千葉県看護連盟「ナースマン」研修会 パネリスト 

・一般社団法人ワーシャル 看護男子プロジェクト 顧問(現在まで) 

・名東区男女平等参画の集い（名古屋市）講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Dear. Mama & Papa 古山陽一さんお話会（ひとつぶてんとう園） 講師 

・内閣府男女共同参画局「理工チャレンジ（リコチャレ）」応援団体として登録承認  

・「男性のケア参画（育児・看護・介護）を支援するための講座作り」開催  ［2019 年度 男女共同 

参画推進フォーラム（国立女性教育会館）募集ワークショッ 

プ採択］（➝ 「Pick Up! ワークショップ 2019」として開催 

レポートが国立女性教育会館ホームページに掲載される） 

・厚生労働省イクメンプロジェクトの公式 Twitter にて、 

「パパの相談、支援サポート」団体として掲載配信 

・厚生労働省「イクメンプロジェクト」大学出前講座（国際 

医療福祉大学成田看護学部） 講師 

・『共生社会研究』14・15 号（大阪市立大学共生社会研究会）「男性のケア参画を支援するための

講座作り」寄稿 

・特定非営利活動法人日本介護予防協会 介護予防指導士講習 講師 

・「広げよう！パパの育児休業」開催［令和 2 年度 男女共同参画推進フォーラム（国立女性教育
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会館）募集ワークショップ採択］ 

・中央区イクメン講座 講師 

・国際医療福祉大学成田看護学部専任講師に昇格（41 歳） 

・YAHOO!ニュース「『亭主元気で留守がいい』男性産休法成立で見えた日本のジェンダー意識と今

後の課題」（10 日/ENCOUNT） 

・千葉県看護連盟通常総会 書記 

・介護教員講習修了（厚生労働省指定、第 256567 号） 

・千葉県男女共同参画センター・国際医療福祉大学連携講座 

 講師（お父さんの「ケアする力」を高めよう！男性産休法 

成立で変わるパパの育児参画） 

・成田市男女共同参画推進計画懇話会 委員 

・内閣府男女共同参画推進課「理工チャレンジ」女子中高生・ 

女子学生の理工系分野への選択：先輩からのメッセージ掲 

載［保健系看護関係］ 

・D＆I（ダイバーシティ＆インクルージョン）AWARD 2022（JobRainbow） 審査委員 

・千葉県看護連盟 幹事 

・成田市男女共同参画セミナー 講師（43 歳） 

・ジェンダー平等社会を創ろう！男性にとっての男女共同参画と NPO・市民活動（出展番号：22、 

出展形態：資料配布）［令和 2 年度 男女共同参画推進フォーラム（国立女性教育会館）募集ワ  

ークショップ採択］ 

・子育て支援員研修修了（厚生労働省指定、第 1040830 号） 

・WEB 版アンフィニ（日本看護連盟）「Diversity and Inclusion Award 2022 審査員レポート：

今こそ、看護版 D&I モデルの発信を」執筆 

・D＆I（ダイバーシティ＆インクルージョン）検定（JobRainbow） 講師 

 

 

 


